
（様式－１ 表紙）

  １ 調査名称 

平成２７年度 名張市都市総合交通戦略調査業務 

 ２ 調査主体 

名張市 

 ３ 調査圏域 

名張市全域 

 ４ 調査期間 

平成２７年８月５日～平成２８年３月３０日 

 ５ 調査概要 

名張市では、平成21年度に「都市マスタープラン」を改定し、持続可能な集約連携

型の都市構造を目指しており、その実現に向けては平成24年度策定の「名張市総合都

市交通マスタープラン」において、道路整備や公共交通に関する総合的な方針の検討

を進め、平成25～26年度には、都市計画道路の見直し検討、バス停留所等の改善検討、

自転車利用環境の整備形態など、個別モード別の検討を進めてきたところである。 

平成27年度においては、過年度までの検討結果を踏まえ、「名張市総合都市交通マ

スタープラン」の基本目標の達成に必要な各種ハード整備及びソフト施策が効果的か

つ効率的に組み合わされた施策パッケージとともに、基本目標の達成により市民等へ

もたらされる効果（アウトカム）を検討・作成するものである。また、これら施策パ

ッケージの中から、優先的かつ重点的な展開が必要な施策・事業を重点プロジェクト

として抽出し、実施内容、時期、主体等のアクションプログラムを作成するものであ

る。 

なお、平成28年6月にパブリックコメントを実施し、広く市民等から意見を募集し、

必要に応じて調査結果への反映・加筆等を行った後、公表を予定している。 



（様式－２ａ 調査概要）

Ⅰ 調査概要 

 １ 調査名 

平成２７年度 名張市都市総合交通戦略調査業務 

 ２ 報告書目次 

序章．はじめに 

1．都市交通に関する課題整理 

(1)集約連携型都市の実現に向けた基本目標 

(2)個別課題の内容 

２．名張市の交通将来像と都市交通施策の基本方針 

(1)名張市の交通将来像 

(2)都市交通施策の基本方針 

３．名張市都市総合交通戦略 

(1)戦略プラン 

(2)重点地区の選定 

(3)両地域の特徴 

(4)名張駅地区における重点プロジェクト 

(5)桔梗が丘駅周辺地区の重点プロジェクト 

４．戦略の実現に向けて 

(1)評価・推進体制 

(2)アクションプログラム 



（様式－２ｂ 調査概要）

 ３ 調査体制 

地域公共交通会議にて協議・調整 

 ４ 委員会名簿等 

名張市地域公共交通会議　委員名簿

役職 氏名 備考

(1)利用者又は住民の代表者 市民公募 木寺　正仁

市民公募 橋本　マサ子

市民公募 都志見　耀代

(2)地域づくり組織及び関係団体
の代表者

地域づくり代表者会議　副会長 監事 室谷　芳彦

名張市老人クラブ連合会　女性部　副部会長 松本　節子

名張市身体障害者互助会　会長 清水　系慈

名張市保育所（園）保護者会連絡協議会　会長 藤本　孝一

名張市民生委員児童委員協議会連合会　副会長 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 福山　悦子

名張商工会議所　総合商業部会長 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 勝木　祥文

(3)学識経験者 名城大学理工学部　教授
副会長

兼　座長
松本　幸正

近畿大学工業高等専門学校　准教授 中平　恭之

(4)公共交通事業者の代表者又
はその指名する者

近畿日本鉄道株式会社鉄道本部
企画統括部営業企画部　部長

福嶌　博

三重交通株式会社伊賀営業所　所長 仲　範和

深山運送有限会社　代表取締役社長 深山　美芳

株式会社メイハン　代表取締役 田畑　博

(4)公共交通事業者関係団体の
代表者又はその指名する者

三重近鉄タクシー株式会社名張営業所　所長 濱口　良義

公益社団法人　三重県バス協会
豊永　育子

三重交通労働組合伊賀支部　支部長 森澤　淳

(6)道路管理者又はその指名する
者

伊賀建設事務所　副所長 監事 岩崎　彰

(7)公安委員会の長又はその指
名する者

名張警察署交通課　課長 清水　和彦

(8)三重運輸支局長又はその指
名する者

国土交通省中部運輸局三重運輸支局
首席運輸企画専門官

野田　敏幸

(9)関係行政機関の職員 三重県地域連携部交通政策課　課長 福田　由佳

国道交通省中部地方整備局
建政部都市整備課　課長補佐

オブザーバー 片岡　広一

三重県県土整備部都市政策課
課長補佐兼都市計画班長

オブザーバー 橋本　賢二

(10)名張市職員 名張市都市整備部　部長 松本　壽次

名張市地域部　部長 奥村　和子

(11)名張市副市長 名張市副市長 会長 前田　國男

所属



（様式－３ａ 調査成果）

Ⅱ 調査成果 

 １ 調査目的 

平成２４年度に策定した「名張市総合都市交通マスタープラン」において、道路整

備や公共交通に関する総合的な方針の検討を進め、平成２５年度から平成２６年度に

は、都市計画道路の見直し検討、バス停留所等の改善検討、自転車利用環境の整備形

態など、個別モード別の検討を進めてきたところである。 

これらを踏まえ、平成27年度においては、基本目標の達成に必要な各種ハード整備

及びソフト施策が効果的かつ効率的に組み合わされた施策パッケージを検討・作成す

るとともに、優先的かつ重点的な展開が必要な施策・事業を抽出し、実施内容、時期、

主体等のアクションプログラムを作成することを目的としている。 

 ２ 調査フロー 

名張市総合都市交通マスタープラン（H24） 

・名張市の交通将来像 

・都市交通施策の基本方針 

・交通モード別の計画

個別交通モード別の施策検討（H25～H26） 

名張市都市総合交通戦略（H27） 

都市交通に関する課題整理 

名張市の交通将来像と都市交通施策の基本方針 

名張市都市総合交通戦略 

・戦略プラン、重点プロジェクト

戦略の実現に向けて 

・評価・推進体制、アクションプログラム

道路関連施策の検討 

・都市計画道路の見直し

案の作成 

・整備優先順位及び都市

交通誘導施策の検討

バス関連施策の検討 

・バス停留所等の改善検

討 

・公共交通施設整備計画

及び利用促進策の検討

自転車関連施策の検討 

・自転車ネットワーク路線

の整備形態の検討 

・自転車利用環境整備及び

利用促進策の検討



３ 調査圏域図 



（様式－３ｂ 調査成果）

 ４ 調査成果 

１）都市交通施策の基本方針 





２）戦略プラン 

基本目標１：ひとにやさしい交通まちづくり          

＜施策の整理＞ 

○期待される効果 

 市内の公共交通利用環境が改善され、誰もがわかりやすく、利用しやすい公共交通サービスが確

保されます。 

 市街地拠点等での安心・安全な自転車・歩行者空間が確保されます。 

○これからは･･･ 
・まちなかでは、既存道路空間の活用等により、安心・安全な移動環境の確保や、快適な自転車・

歩行者ネットワークを形成

・バスを軸とした体系的な公共交通ネットワークを形成するとともに、誰もが分かりやすく、利用

しやすい公共交通環境を創出

・市民、交通事業者及び行政が一体となった取組により、地域ニーズに応じた持続可能な公共交通

を支える仕組みを構築

自転車・歩行者計画 

 自転車・歩行者ネットワークの形成 

・市街地拠点における日常的生活行動に対応し
た自転車・歩行者ネットワークの形成
・観光・交流を目的としたレクリエーション系
自転車・歩行者ネットワークの形成

 安心・安全な移動環境の確保 
・通学路安全対策の検討、実施
・ガイドラインに基づく整備形態の分類、整備
形態に応じた空間確保、
・段差解消などのバリアフリー化
・ゾーン 30等交通安全の確保に係る交通施設の
整備・充実
・国道 165号、県道上野名張線などの歩道整備
・交通安全対策事業（交通安全啓発活動の実施、
参加体験型研修の推進）

公共交通体系計画 

 まちづくりと一体となった公共交通ネットワー
クの形成 

・まちづくりと連携した面的なバスネットワークの
再編

・路線機能の明確化と機能に応じたサービス水準の
確保
・乗継拠点の整備
 人と環境にやさしい公共交通環境の整備 
・定時性の確保、乗り継ぎに配慮したダイヤ設定
・利用者に分かりやすい情報・案内の提供
・ノンステップバスなどの低床車両の導入
 地域住民の生活行動パターンに応じた公共交通

サービスの提供 

・地域が主体となった地域生活交通システムの検討
・コミュニティバス運行補助金による支援

・赤目地域でのコミュニティバス導入

交通まちづくりのための行動計画 

 公共交通を皆で支える意識の醸成 

・地域づくりと一体となった公共交通の愛着（マイバス意識）を高める施策の展開
 TDMの実施による都市交通の誘導 
・公共交通の利用促進（パーク＆ライド、サイクル＆バスライドの推進、情報・案内の提供など）
・自転車利用の促進（自転車ネットワークの形成、レンタサイクルの充実など）
 MM の実施による過度な自動車利用の抑制 
・住民、企業及び学校教育におけるMMの実施
・交通マナーの向上に資する意識啓発



基本目標２：都市と地域の発展を支える交通まちづくり     

＜施策の整理＞

○期待される効果 

 産業活動を支える自動車の移動が円滑になり、目的地までの所要時間が短縮されます。 

 市街地拠点へのアクセスが便利になり、来訪頻度が増加します。 

 市街地拠点での回遊性が高まり、にぎわいが創出されます。 

○これからは･･･ 
・広域交通体系へのアクセス利便性の向上により、近畿圏や中部圏との産業・観光・交流を促進

・市街地拠点へのアクセス利便性の向上により、集約連携型都市構造の構築を支援・誘導

・幹線道路網の整備及びネットワーク形成により、自動車・バスによる円滑な移動、自転車・徒歩に

よる安心・安全な移動が可能

・名張の歴史・文化・自然を活かした歩きたくなる魅力の創出

幹線道路網計画 

 広域交通軸の整備 
・広域交通体系へのアクセス軸となる高規格な道路の整備
・国道 165号の機能強化及び関連道路の整備・充実
・災害に強い幹線道路ネットワークの形成
・国道 368号の 4車線化拡幅
 東西・南北の都市交通軸の整備 

・都市軸として機能する国道 165号の整備
・物流、観光、交流の軸となる国道 368号の整備
 市内交通軸の整備 

・国道 165号を補完する(都)黒田西原町線の機能強化
・都市幹線道路に位置づけられる都市計画道路などの未整
備区間の整備・改良

 都市計画道路の見直し 
・都市計画道路の見直し方針に基づく変更手続きの実施
 道路整備プログラムの作成 

・道路整備プログラムに基づく整備優先順位の設定・調整
 バス定時性を確保する道路整備・改良 
・ (都)黒田西原町線、(都)平尾南町下比奈知線、東町中川
原線の整備および国道 368号の 4車線拡幅
・夏見交差点および蔵持町原出交差点の改良検討および信
号現示の適正化

自転車・歩行者計画 

 自転車・歩行者ネットワークの形成 
・市街地拠点における日常的生活行動に
対応した自転車・歩行者ネットワーク
の形成
・観光・交流を目的としたレクリエーシ
ョン系自転車・歩行者ネットワークの
形成

 魅力ある自転車・歩行者空間の創出 
・質の高い空間および休憩施設、交流の
場の整備
・乗り換えや保管のための駐輪場、レン
タサイクルの充実
・サイン計画、情報・案内板などの整備
・歴史、文化、自然などの地域資源や観
光資源の活用やまちづくりとの連携に
よるイベント開催など

・ウォーキングマップの作成（おきつも名
張遊歩 10選ウォーキング）、ウォーキン
グイベントの開催

公共交通体系計画 

 まちづくりと一体となった公共交通ネットワークの形成 

・まちづくりと連携した面的なバスネットワークの再編
・路線機能の明確化と機能に応じたサービス水準の確保
・乗継拠点の整備
 鉄道駅、主要バス停における交通結節機能の強化 
・乗り継ぎ環境の整備とバリアフリー化による利便性の確保
 名張駅および桔梗が丘駅における円滑かつ安全な広場機

能の確保 

・動線分離の明確化（通過交通の排除）、一般車駐停車の排除
（違法駐車の取締）、名張駅西口駅前広場の整備

交通まちづくりのための行動計画

 TDMの実施による都市交通の誘導 

・交通需要の低減・平準化（時差出勤、
フレックスタイムの実施など）



基本目標３：環境に配慮した持続可能な交通まちづくり     

＜施策の整理＞

基本目標４：災害に強い安心・安全な交通まちづくり      

＜施策の整理＞

○期待される効果 

 市民の自発的な交通行動の変容により、自動車から公共交通や自転車・徒歩への転換が促進し、

環境にやさしいまちになります。 

○これからは･･･ 
・効率的な自動車利用、公共交通や自転車の利用促進など、環境や健康に配慮した取組を実施

・過度な自動車交通への依存から脱却し、かしこく自動車を利用するライフスタイルや、公共

交通を皆で支える意識を醸成

交通まちづくりのための行動計画 

 TDMの実施による都市交通の誘導 

・自動車利用の仕方の工夫（相乗り、ノーマイカーデーなど）や交通需要の低減・平準化（時差出勤な

ど）

・公共交通の利用促進（公共交通サービスの向上など）

・自転車利用の促進（自転車ネットワークの形成、レンタサイクルの充実など）

 MM の実施による過度な自動車利用の抑制 

・住民、企業及び学校教育におけるMMの実施
・交通マナーの向上に資する意識啓発

 低炭素型まちづくりの推進 

・自動車利用の抑制、エコドライブの推進

公共交通体系計画 

 人と環境にやさしい公共交通環境の整備 

・低炭素型車両の導入

○期待される効果 

 緊急輸送道路や避難路が確保され、災害に対する安心感が向上します。 

○これからは･･･ 
・緊急輸送道路や避難路が確保された災害に強い交通体系を構築 

・安心・安全な移動環境の確保による防災機能の強化 

幹線道路網計画 

 緊急輸送網及び避難路の整備 

・災害に強い緊急輸送道路ネットワークの充実

・道路構造の耐震性の確保

・避難路などにおける道路機能の確保と整備・改善



３）重点プロジェクト 

現在の市街地の状況は、都市機能が拡散し、低密度な市街地が形成されつつあります。しかし、

このような状況を放置するとその現象は進み、都市経営コスト、環境への負荷、高齢者などの移動

困難者の増加が懸念されます。

そのため今後求めるべき市街地像としては、圏域内の中心市街地や駅周辺等を、都市機能の集約

を促進する拠点（集約拠点）として位置づけ、集約拠点と圏域内のその他の地域を公共交通ネット

ワークで有機的に連携することで、圏域内の多くの人にとっての暮らしやすさと圏域全体の持続的

発展を確保する集約型都市構造が求められます。

名張市総合都市交通戦略は、本市の将来都市像（集約連携型都市構造）の実現に向け、拠点を連

携する軸としての機能を担う交通施策を展開します。その中で、本市の将来都市像は、名張駅～桔

梗が丘駅間を市街地拠点として各種都市機能の集約・充実により、都市の健全な発展を目指してい

ます。

これらより、本市の拠点形成の核となる名張駅、桔梗が丘駅を中心とした地区をまちづくりと連

携した総合的かつ戦略的な交通施策を推進する重点地区として位置づけます。



①名張駅地区における重点プロジェクト

＜基本目標＞ 

コンパクトで暮らしやすく、かつ歴史資源と共存する道路整備 

＜交通計画の基本方針＞

■歴史的まちなみに配慮した都市計画の見直し 

・既決定の都市計画道路のうち、初瀬街道沿いなどの歴史的な地区を分断する区間について

は都市計画の廃止、もしくは現道幅員に合わせた計画幅員の変更などにより、まちなみや

歴史的建造物の保全を図ります。

■名張駅前広場の整備 

・名張駅西口駅前広場の整備を行い、公共交通の利便性を高めます。

■バス路線の整備 

・中心市街地の外郭をなす環状道路の整備により、環状線上にバス停留所を密に配置し、公

共交通の利便性を高めます。

■城郭内と城下町、街道を巡る歩行者．自転車ネットワークの形成 

・地区内を通過する 3.5.10 本町夏秋線（3.5.16 より西の区間）をはじめ、宿場町の道路、
初瀬街道については、まちなかを巡る歩行者、自転車優先の道路として位置づけます。

図 名張地区のまちづくり方針図 



②桔梗が丘地区における重点プロジェクト

＜基本目標＞ 

『交通結節点』から『交流結節点』へ 

- 公共交通で集まり、そこで集える場として、桔梗が丘駅前を再構築する - 

＜交通計画の基本方針＞ 

■桔梗が丘駅東口駅前広場の再整備 

・駅端末交通需要の変化（乗降客数の減少、パーク＆ライド需要の減少など）や、コミュニ

ティバスによる地域内公共交通ネットワークの充実など、交通需要の量と質の変化に的確

に対応した交通広場機能の再配置を図ります。

・交通機能とにぎわい機能（交流空間）とのバランスを考慮した再整備を図ります。

■駅前道路網の再編 

・東口駅前広場の通過交通の排除、歩行者滞留空間の充実を目的とした道路ネットワークの

再編を図ります。また、市道桔梗が丘中央線、市道桔梗が丘 23号線における街路樹の一
部撤去を通じた道路空間の再配分による自転車通行空間の創出を図ります。

■駅東西を結ぶ架け橋づくり 

・駅東口を中心に進める市民交流機能ゾーンへ、西部地区の居住者もアクセスしやすいよう、

歩行者デッキなど、鉄道東西の一体化を図ります。



４）成果指標 

基本目標の達成により市民や各交通利用者へもたらされる効果について、成果指標として以下

に設定します。

５）アクションプログラム 

名張市都市総合交通戦略の事業期間の目安は、概ね 6年後となる平成 33年を中間年次（ステ

ージ 1）とし、平成 34年から最終年度である平成 40 年を最終年次（ステージ 2）として、段階

的に実施します。また、個別施策・事業の進捗管理については、2～3年を目安に事業評価を適

宜実施し、計画の見直しへの反映を検討します。 




